













  所属の後ろの数字は参加年度を示す。 
   26：平成26年度，27：平成27年度 
 
<研究代表者> 
 大庭重治  臨床・健康教育学系・教授［26，27］ 
 
<研究分担者> 
 八島 猛  臨床・健康教育学系・准教授［26，27］ 
 池田吉史  臨床・健康教育学系・助教［26，27］ 
 
<研究協力者> 
 市川久男  上越市立春日小学校・校長［26，27］ 
 廣井弘敏  上越市立春日小学校・主幹教諭［26］ 
 大野隆司  上越市立春日小学校・主幹教諭［27］ 
 石田脩介  特別支援教育コース・修士課程3年［26］ 
       兵庫教育大学連合大学院・博士課程1年［27］ 
 加茂 勇  特別支援教育コース修士課程2年［26］(現職派遣教員) 
 小林里美  特別支援教育コース修士課程2年［26］ 
 中村潤一郎 特別支援教育コース修士課程2年［26］(現職派遣教員) 
 植村祥子  特別支援教育コース修士課程2年［26］，3年［27］ 
 加藤裕貴  特別支援教育コース修士課程１年［26］，2年［27］ 
 川住文博  特別支援教育コース修士課程１年［26］，2年［27］(現職派遣教員) 
 若山芽以  特別支援教育コース修士課程2年［27］ 
 戸澤なつみ 特別支援教育コース修士課程１年［27］ 
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登録者 参加者(平均) 登録者 参加者(平均)
27  →  23 21~ 26(24) 47 42~ 47(45)
27年度
登録者 参加者(平均) 登録者 参加者(平均)
33  →  32 27~ 32(30) 57  →  55 49~ 55(53)
Table  1　放課後学習会の登録者数と参加者数（名）
1回(5月)~ 11回(9月) 12回(10月)~ 22回(2月)







5年生までの 25 名が参加し，9月からは 1年生が加わり合計47 名の児童が参加した。児童の出席





































     促すための支援課題 













     の支援課題 

















     促すための支援課題（その2） 












     促すための支援課題 

















     詳細は，http://www.juen.ac.jp/handic/linkfiles/centerkiyou/ を参照。 
     小集団学習場面における特別な教育的ニーズのある児童の他者との係わりの変化を 
     促すための支援課題 
















２ 方法  
１）対象児 
 ２～５年生の児童９名（男子４名，女子５名）。特別な教育的ニーズの訴えがあった児童  
２）作成した支援課題 









































     詳細は，http://www.juen.ac.jp/handic/linkfiles/centerkiyou/ を参照。 
     小集団学習場面における特別な教育的ニーズのある児童の自己表現の変容を 
     促すための支援課題 
     小林里美・中村潤一郎・加藤裕貴・大庭重治・池田吉史・八島猛 
























































     詳細は，http://www.juen.ac.jp/handic/linkfiles/centerkiyou/ を参照。 
     小集団学習場面における特別な教育的ニーズのある児童の他者との係わりの変化を 
     促すための支援課題(その2) 
























































     詳細は，http://www.juen.ac.jp/handic/linkfiles/centerkiyou/ を参照。 
     小集団学習場面における特別な教育的ニーズのある児童の情報伝達方法の調整を 
     促すための支援課題 





























る顔の中から正解の迷子を探し出すことが求められた。活動は 1 グループにつき 9 名から 10 名の
小集団を形成して行った。 








































     関する実践的研究 
















































     実践的研究 
     小林里美 
Ⅰ 問題  




ける必要がある (大庭，2005)。  
 他者とのかかわりの中で人間関係を築くにあたって，平木 (1993) は自分も相手も大切にしたコ 
ミュニケーションであるアサーティブな自己表現を身につけることの重要性を指摘している。 
Alberti & Emmons (2008) は自己表現にはアサーティブな表現，非主張的な表現，攻撃的な表現の 

































と他者尊重の側面を意識できる教材，５）児童の自己表現の状況に応じたMTとST の支援。  













     実践的研究 
     加藤裕貴 






























































 放課後学習会への参加を希望した通常の学級に在籍する児童 12 名のうち，自尊感情の状態が否





 支援期間はX 年1 月～2 月までを実態把握期，X 年5 月～7 月までを第一期，X 年9 月を第二
期とした。 
３ 支援形態 
 原則週１回，約 75 分間開催される放課後学習会において支援を実施した。児童を 4～6 名の小
集団に分けたうえで，全体に対して指示を出す主指導者(MT)1 名と，小集団に補助指導者(ST)各 1 
名を配置した。ST は，共同学習者としてのSTc(ST as a Cooperator)と，活動を支えるSTs(ST as 
a Supporter)という二つの機能を状況に応じて使い分けた(大庭ら，2012)。自尊感情の状態は，児














































































れていた。近年，放課後学習会への希望者は増加傾向にあり，平成 26 年度の新 1 年生の参加者は
24名であり，平成27年度は25名であった。これまで教員2名と概ね6〜8名の院生により支援を
行ってきたが，学習会を開催するために借用できる教室や支援者の数には限りがあるため，現在の
活動規模が限界であると言わざるを得ない。しかしながら，このような支援活動の提供は，特別な
教育的ニーズのある子どもたちの発達支援において大きな役割を果たすことができ，またその活動
自体が大学院に在籍する院生の実践力の向上にも貢献できることは明らかである。今後もこのよう
な形態による支援の場に対するニーズは益々高まることが予想されることから，その実施方法のあ
り方をさらに検討しながら，そのニーズに適切に応じていく体制を整えていく必要があると思われ
る。 
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